
長浜市立南中学校 「いじめ防止基本方針」

［ 基本理念 ］
　　いじめは、いじめを受けた生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を
　与えるのみならず、その生命、又は身体に重大な危険を生じさせる恐れがあり、まさに重大な人権侵害である。
　　いじめは、どのクラスにも、どの生徒にも起こりうることを強く意識し、すべての生徒がいじめを行わず、及び他の生徒に
　対して行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないようにするため、いじめの問題に関する生徒の理解を深める
　ことを旨として、いじめの防止等のための対策を行う。
［ いじめの禁止 ］
　　いじめ防止対策推進法第２条を踏まえ、いじめは「人間として絶対に許されない行為」であり、「命に関わる重大な問題で
　ある」ことを指導・徹底する。
［ 学校及び職員の責務 ］
　　いじめが行われず、すべての生徒が安心して学習その他の活動に取り組むことができるように、保護者他関係者との連携を
　図りながら、学校全体でいじめの防止と早期発見に取り組むとともに、いじめが疑われる場合は適切かつ迅速にこれに対処し
　さらにその再発防止に努める。

　① いじめの未然防止の体制整備及び取組
　② いじめの状況把握
　③ 被害生徒の相談及び支援
　④ 被害生徒の保護者に対する相談及び支援
　⑤ 加害生徒に対する指導及び支援
　⑥ 加害生徒の保護者に対する助言及び支援
　⑦ 専門的な知識を有する関係者等との連携
　⑧ 教職員研修の実施
　⑨ その他いじめ防止に関わること

　※会議は年３回を基本とし、必要に応じて開催
　　する。

　　校長、教頭、生徒指導主事、支援加配教員、
　　養護教諭、スクールカウンセラー等

いじめ対策委員会 家庭との連携

　① 子どもの寂しさやストレスに気づくための啓発
　　 を行い、学校と情報を共有する。
　② 子どものがんばりを褒めること、だめなことは
　　 毅然と叱る。
　③ ネットモラル等の啓発と協力をお願いする。
　④ 気になることは、学校にすぐ相談・連絡をして
　　 もらう。

　① 子どもたちへの声かけ・見守りをお願いする。
　② 地域行事に参加し、地域の中で生徒が活躍でき
　　 る場の設定を働きかける。
　③ 学校だより、ホームページ等で学校・生徒の様
　　 子を情報発信する。
　④ 気になることは、すぐ学校へ相談・連絡しても
　　 らう。

地域との連携

いじめ防止のための基本的な方針

全
教
職
員

いじめ防止対策の基本となる事項

・教師が生徒の人権を大切にする。
・教師がわかる授業づくりを行い、全ての
  生徒が認められ活躍できる指導を工夫
  する。
・生徒の豊かな情操と道徳心を培い、心の
  通う対人関係の能力の素地を養うため、
  全ての教育活動を通じた道徳教育及び
  体験活動等の充実を図る。
・インターネットや携帯電話（スマホ）の
　モラルについて啓発を行う。
・日頃から保護者との信頼関係を作る。
・保護者並びに地域住民その他の関係者と
　の連携を図りつつ、いじめ防止に資する
　生徒が自主的に行う活動に対する支援を
　行う。
・いじめ防止の重要性に関する理解を深め
　るための啓発その他必要な措置として、
　道徳、学級活動の時間等を利用したり、
　校内人権週間において生徒会等でも、
　いじめ防止のための「人権アピール等の
　取組を行う。

・年間計画に基づき、毎学期に教育相談を
　実施するとともに、日頃の生徒の声に
　耳を傾け、職員が情報を共有する。
　（定期的なアンケートや生活ノート、
　　　　　個別面談、休み時間の様子等）
・休み時間等に生徒の行動を観察しながら
　注視し、気になることは職員間で共有し
　連携を図る。
・定期的なアンケートやＱＵ検査実施後、
　気になる点や生徒について職員間で情報
　を共有する。また、気になる生徒や必要
　な生徒については、担任等との面談を
　実施する。
・生徒及び保護者が、いじめに係る相談を
　行うことができるよう、相談体制を整え
　る。

・いじめ（インターネット上も含む）を発見した場
　合、いじめに係る相談を受けた場合は、すみやか
　に事実の有無の確認を行う。
・必要があれば周りの生徒に聴き取りや調査を行い
　事実関係を明らかにする。
・いじめの事実が確認された場合は、いじめをやめ
　させ、その再発を防止するため、いじめを受けた
　生徒・保護者に対する支援と、いじめを行った
　生徒への指導とその保護者への助言を継続的に
　行う。
・いじめを受けた生徒等が安心して教育を受けるた
　めに、必要があると認められるときは、保護者と
　連携を図りながら、一定期間、別室等において
　学習を行わせる措置を講ずる。
・臨時の学級会や学年集会等により、いじめ根絶に
　向けた態度を行き渡らせるようにする。
・いじめの状況に応じて、スクールカウンセラーや
　市教育センター、市青少年センター、民生児童委
　員等の協力を得て対応する。
・学校運営協議会と連携し、いじめの根絶に向けた
　取組を進める。

いじめの未然防止 いじめの早期発見 いじめに対する対応

重大事案への対処 保護者との情報共有と支援・助言 取組の評価・検証

　生命・心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当の期間学校を欠席すること
を余儀なくされている疑いがある場合は、以下の対処を行う。
　① 重大事態が発生した旨を、長浜市教育委員会に速やかに報告する。
　② 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。
　③ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。
　④ 上記調査結果については、いじめを受けた生徒・保護者に対し、
　　 事実関係その他の必要な情報を適切に提供する。
　⑤ 警察との連携が必要な事案は、速やかに情報共有を行う。

　いじめが確認された場合は、
保護者に事実関係を伝え、いじ
めを受けた生徒とその保護者に
対する支援を行い、いじめを
行った生徒の保護者に対する助
言を行い、理解を得る。
　また、事実確認により判明し
た、いじめ事案に関する情報を
適切に提供する。

　いじめ防止等の取
組について、学校評
価を通して検証し、
その結果を教育委員
会及び保護者に提供
する。


